
北海道認知症グループホーム協会 道東ブロック主催

・・物忘れ外来からみえること・・ 
「認知症という病気には様々な側面があり、【今ここで】向かい合ってい
る認知症の人がどのようなこころの状態にあるのかは介護家族、ケア
の支援者、医療職等の最も知りたいところでしょう。しかし、実際に目の
前にいる人を正確に理解するのは、たやすいことではありません。」  
             
長年、認知症専門の診療所で出会った人から見えてきた、認知症のひと
の心についてお話ししていただきます。 
 

  

 2011年11月13日[日曜日]   9：00  9：30 （～12：30） 

           道新文化センター 
     ５階大ホール ℡ 25-2509 
   〈釧路市黒金町11丁目5番1号〉  
   ※駐車場はありません 

この講演会は、北海道平成２３年度介護人材確保緊急支援事業(複数事業所連携事業)の補助金で行っております。 

講師 松本 一生  医師 

    元大阪人間科学大学教授 
    松本診療所ものわすれクリニック院長 
       日本認知症ケア学会評議員 
       認知症ケア専門士認定委員 
著書 ◇認知症を生きる 
    ～思い出は薄れても希望の日々 は消えない～       

編書 ◇認知症の人のこころ 
◇これからの老老介護にそなえるための心得４０

(「認知症の人のこころ」より)


